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５－２．外部コイル法送信 

① 送信器の設定 ・・・・送信器に外部コイルを接続すると、自動的に外部コイル法に設定されます。 

コネクタの溝を上にして接続します 

  外部コイル法送信の表示 

※外部コイル法への切替は、電源の入／切に

関係なくできます。 

※出力値は５％、２５％、５０％、７５％、１００％と上下します。 

10m 以上離してください バーグラフと数値で

出力を表示します 

 

② 出力の設定 ・・・・深度、位置が不明の場合には最大出力（１００％）に設定します。 

 

※周波数も外部コイルに合わせて自動設定されます。 

磁界を発生する小型コイルを測定対象物へ直接取り付ける送信方法です。 

目的物のみに信号を誘導させるため、精度の高い測定が可能です。 

※製品構成によって外部コイル、外部コイル操作棒 はオプションとなります。 

出力下げる 

10m 以上離

してくださ

い 

出力上げる 

10m 以上離

してくださ

い 

■ 最大出力の場合、電池の消耗が早くなります。低深度・短距離の探索では、出力５０％以下にすると電池が 

節約できます。 

■ 出力を７５％以上に調整した場合、電源を切ると７５％に自動設定されます。 

 

磁界 

③ 外部コイルの取付方法 ・・・・アームを広げて、管路／ケーブルに押しつけます。 

 

取り付け向きに注意！ 外部コイルは左図のように

ケーブルをアームで抱えた

格好で取り付けてください。 アーム 

ケーブル：最大直径10cm 発信コイル 

④ 外部コイル操作棒の取付方法 ・・・・手の届かない場所に使用します。 

(1) 締付ツマミをゆるめて、外部コイル台を自由にします。 
 

(2) 外部コイルに外部コイル台のネジをいっぱいにねじ込みます。 

操作棒全体を回さなくても外部コイル台単体で回すことができます。 
 

(3) 外部コイルの向きを決め、締付ツマミを締めて固定します。 

 

 

締付ツマミ 取付用ネジ穴 
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ビニール管の 
場合は取付ＯＫ 

金属パイプの場合は、ケーブルが露出

している所に取り付けます 

 

 

立上がり管への取り付け 

 

  注 意 

外部コイルから出る磁界が測定に影響す

る場合があります。  

正確な測定のために、外部コイルから５ｍ

以上離れてください。 
高所には外部コイル操作棒

を使用します 

最大法表示が［- - - ］の 

まま変わらないときは、

外部コイルから離れてく

ださい。 

５ｍ以上
離れます 

なるべく探索場所に 

近い側へ取り付けます 

ケーブルがアースされていると、信号は

アース点の方に流れます 

マンホール内への取り付け 

 

 外部コイルは防水処

理されており、水の溜

まっている所でも使用

できます 

深部には外部コイル

操作棒を使用します 




